
                      火消しとは （火消しに初めて触れる方へ。)

江戸を火事から守れ！徐々に強化される消防組織
「江戸を火事から守れ！」
この難題に立ち向かう消防組織の第一号は1629年（寛永6）に誕生します。
名を「奉書火消し（ほうしょひけし）」。
幕府が大名十数家に火の番を命じたものなのですが、火災の時に臨時召集されるだけ。
日頃から消防訓練をしていたわけではない上、役割分担も不明確でした。
当たり前ですが第一号組織はうまく機能しなかったそうです…。
組織化でまごついている間に、1641年（寛永18）、「桶町火事」と呼ばれる大火が発生。
当時の将軍みずからが陣頭に立って消防活動の指揮をとったといわれています。
将軍の名は、徳川家光。3代目将軍です。家光の奮闘むなしく、
桶町火事では大きな被害が出てしまいました。消防組織改革の必要性を痛感した家光は
新たな組織を作ります。名を「大名火消」。家光が大名16家を指名し、
4組に編成を整え消防隊としました。消防活動の対象は主に江戸城や武家地で、火事が起きると火
元に近い大名が自ら火消したちを率いて出動する、というようにルールも明確化。
しかし、これでもうまくいきません。大名とは権威と名声をなにより重んじるので、
火事の現場に向かうのに華美な装束で行進したり、偉い幕府の役人がくると
火事そっちのけで挨拶に行ったりなどしてしまいます。(現在にも居ますネこんな人。)(*_*;)
なかには、一体なにと張り合っているのか、火消しの最中にもかかわらず装束の着替えを行う
大名が現れたりして、「大名火消」も消防組織としてはうまく機能しませんでした。
ちなみに、大名の火消しとして有名なものに加賀藩前田家お抱えの火消し部隊。
通称「加賀鳶（とび）」がいますが、こちらは前述の「大名火消」とはまた別で、
あくまで加賀藩の自衛のための私設消防団。“加賀百万石”のプライドにかけ、
加賀鳶に選ばれたのはイケメンばかり。らしいです（今も昔しもイケメン人気は変わらないようです)
しかも、彼らは「雲にカミナリ」というかっこいいロゴ入り装束で目立ちまくっていたので、
浮世絵などにもよく描かれ江戸中が知る大人気集団になりました。現代の(EXILE）的な存在？
消防組織としてパッとしなかった大名火消と異なり、加賀鳶は見た目の華やかさに加え、
火事場での働きぶりも素晴らしかったそうです。ただ、威勢がよすぎるあまり
しょっちゅう喧嘩騒ぎを起こしていました。そして、またもや
大規模な火災が江戸を襲います。“日本史上最悪の大火”といわれた1657年（明暦3）の
「明暦の大火」です。この火事での死者は推定6万人、(現在の帯広市の人口の3分の1以上)( ﾟДﾟ)
江戸の町も焼け野原と化しました。
じつは明暦の大火の7年前、幕府は新たな消化組織「定火消（じょうびけし）」をつくって、
いつか来る大火事に備えていました。定火消は旗本2家を選抜、江戸城周辺の防活動を専門とし大
火後、幕府はさらに2家を増やし、旗本4家による強化版「定火消」を組織しました。その後、
さらに強化して旗本10家からなる超強化版「定火消」（十人火消とも）を編成するなど、
どんどんパワーアップしていきます。また、これまでの反省から、「定火消」にはいくつかの
改善がなされています。たとえば、任命された旗本は江戸城周辺に家族とともに住める
火消屋敷を与えられます。屋敷には火事を監視するための火の見櫓（ひのみやぐら）が設置され火
災を知らせる半鐘（はんしょう）や太鼓も備えられていました。
そのため、火消屋敷は現在の消防署の原型といわれています。
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庶民を守るヒーロー、町火消しの登場。
庶民を守るヒーロー、町火消しの登場
時代とともに徐々に強化されていった消防組織ですが、100万都市・江戸を守るには
まだまだ不十分でした。大名火消も定火消も武家主導の消防組織。
表向きは町人地の消防も担当することになっていましたが、
実際には江戸城周辺の武家地の消防活動には熱心でしたが、町人地はおざなりです。
そこに大きくメスをいれ大改革をしたのがこの人。暴れん坊将軍・徳川吉宗です(*^^)v。
大改革の方針は、「町人による町人のための消防組織を設置せよ！」
この難題を受け、新たな消防組織づくりを実行したのは――
“大岡越前”で知られる名奉行・大岡忠相（ただすけ）です。
大岡忠相は吉宗の命を受け、1720年（享保5）、町人地を火災から守る町人による
民間消防組織「町火消」を組織しました。時代劇でおなじみ
「いろは四十八組」しじゅうはちくみの誕生です。
ちなみに、「いろは文字」のなかで「この文字はダメだ」ということで「百」「千」「万」「本」に
チェンジされた文字が4つあります。それらはこちら。
へ＝屁（力が抜けちゃうから？）ら＝摩羅（まら）（つまり男性器のこと）
ひ＝火（当然、火は良くない）ん＝終わり（一巻の終わりでは困る）
江戸っ子はなにごとにも縁起を担いだんですね。
その後、本所・深川16組も加わり、総勢およそ1万人の火消し人足が消防活動の主役として
江戸の火事と戦います。江戸時代中期以降の江戸の町人人口が50～56万人くらいだったと
推定されているので、5人に1人は消防団員、ということになります。
めちゃくちゃ多い！(*_*;でも、それくらいの人数がいないと江戸の火災に
対応出来なかったということなのでしょう。
ちなみに、町火消しは町奉行の指揮下にあり、その構成は、町火消全体を統率する
「頭取（とうどり）」を頂点に、いろは各組のリーダーである「組頭（頭）」、町火消のシンボルである
纏（まとい）を持つ「纏」、梯子（はしご）を持つ「梯子」、そして平の火消である「平人（ひらびと）」と
なっていました。町火消は民間の消防組織のため、活動費用は町内で負担しました。さらに、
町火消の火消人足はほとんどが鳶職を本業とし、火事の時のみ出動する兼業消防団員。なので、
町火消は現在の消防団の前身ともいわれています。当然大工、左官等の火消しもおりましたが
町火消の主力となったのは建築や土木の職人である鳶たちでした。
町火消の給料について。当時の消防団員は地域によって異なりますが、数万円程度の年額報酬＋
出動手当て（数千円程度）が支給されるそうです。江戸時代の町火消たちは、平の火消しで月給
450～800文、現代の金額で9,000～16,000円。お金だけをみれば全然割に合わない�…。
しかし、江戸の町を守る町火消しは人々から尊敬を集める存在で、特に各組のリーダーである
「組頭（頭）」は、与力、力士とともに「江戸の三男（さんおとこ）」ともいわれ庶民のヒーローとして
大人気であり、女性にモテモテだったとか。(現在とは少々違うようです。)
平時における組頭は、町のもめごとの仲裁なども行う“顔役”であり、湯屋（銭湯）や芝居小屋にはタ
ダで入れるなど余禄もいろいろあったそうです。
町火消の組のシンボル「纏（まとい）」戦国時代において敵味方を区別する目印として
武士が掲げていた、旗印や馬印（うまじるし）です。これが江戸時代になると
火事現場で使う目印へ変化したのです。町火消の生みの親ともいえる名奉行・大岡忠相が
火消たちに纏を持たせたのは、士気高揚が目的だったとか。

大工棟上

とびの様子

いろは

しじゅうはちくみ
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火消しVS力士。
火消しには気性の荒い者が多く、しかも、町火消は組ごとに異なる纏のもと結束していたので、
自然に、ほかの組や武家の火消したちと対立し、喧嘩に発展することもよくあり、
火事場では手柄を争って「消口（けしくち）争い」と呼ばれる喧嘩もしょっちゅう起きたそうです。
なかには火事そっちのけで喧嘩をする町火消もいたとか。
幕府が火事場での喧嘩を禁止するお触れをたびたび出したといいますから、よほどです。
喧嘩相手は火消し同士とは限りませんでした。
江戸っ子憧れのヒーロー同士によるド派手な喧嘩もありました。
それは、町火消VS力士
1805年3月（文久2年2月）のある日、「め組」の鳶人足・辰五郎と長次郎、
その知人である富士松が芝神明宮の境内で行われていた相撲見物にやってきました。
芝神明宮エリアは「め組」の管轄だったため、辰五郎と長次郎は役得で
タダ見が許されていました。が、ただの知人である富士松はもちろん有料。
ところが辰五郎たちはタダ見させろとゴネたもんだから入り口でひと悶着。
そこに通りかかったのが力士・九竜山。
九竜山にいさめられ、辰五郎たちは一旦引き下がりましたが、その直後、
運悪く芝居小屋で辰五郎たちと九竜山がバッタリ出会ってしまい、
舞台を芝居小屋に移し第2ラウンドが開始。最終的に九竜山は部屋から力士仲間を、
辰五郎たちは半鐘まで鳴らして火消し仲間を動員し、力士VS町火消による大乱闘にまで
発展しました。
このいわゆる「め組の喧嘩」は、歌舞伎や講談などに取り上げられ、
平成になっても人々に語り継がれることになりました。ちなみに、め組の辰五郎は少々輩ですが
人格者で有名な鳶頭、を組の辰五郎(後の新門辰五郎)とは別人です。
※これまでの参考文献等。平成新講談新門辰五郎。とんびの独言　山口政五郎。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(旺史社)　　　　　　　　　　　(角川書店)
月刊鳶昭和六十年。　　　　　　　　　　　　　　　　　　火消風俗伊達姿原色原寸浮世絵版画。
(社団法人日本鳶工業連合会)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芳賀書店)
　　　　　月刊鳶昭和六十年。　　　　　　　　　　　　　　　　　帯広鳶職組合日鳶連入会経緯。
(一社)日本鳶工業連合会)                                    (一社)日本鳶工業連合会)斎藤雄次郎氏

め組の喧嘩

火消しVS力士



                      

　



「半纏」と「法被」の違い。
「半纏」と「法被」の違い。

二つの違いがあやふやな若い人も多いじゃろう？
地方に行っても観客から法被姿カッコ良いですねって

言われたり。(笑)
昔しは上方の法被、江戸の半纏と言って。

（上方、）若い人は分からないかな？
かみがたまんざいって言ったら分かりやすいじゃろ。

ザックリ関西の事じゃな。
江戸時代、京都に天皇が住んで居たからじゃ。

で、、、そもそも名前が違うので、別物なんじゃ。
まず、法被は胸紐があり、半纏にはそれがない。

また法被は襟の折返しがある。（ブラウスみたいな。）
広袖のものもあり半纏には襟の折返しも広袖もない。

「法被」はもともと羽織を簡略化したもので、
江戸中期の逼迫した財政状況の中、大変貴重な反物の

節約という視点から登場した法被は、
羽織よりも手軽に作れる上等品ということで広まり、

お寺や大店は、出入りの職人などに家紋や
店名の入った法被を配り、

権威と絆を示すものの一つとして用いたのじゃ。
例えば、「だんじり」で画像検索すると、

みんな法被を着ている。
法被には胸紐あるので誰も帯をしていない。

じゃあ、なぜ半纏が着られるようになったのか。
その原因の一つは「天保の改革ってのがあって。

この改革の一環で、庶民の羽織着用が禁止されたんじゃ。
羽織の簡略版である法被も同様に。そもそも法被は

高価なので武家や庄屋、僧侶とかが着ていた。
そこで庶民は、憧れの的である火消しが着用していた

「半纏」を着るようになり、これが
急速に法被の代わりとして普及していったんじゃ。

襟や背中に屋号や家紋を染め抜いた「印半纏」となり、
現在では町会名や屋号を染め抜いた半纏を
皆が祭礼で着るようになったんじゃな。

関西以北の祭りは大部分が半纏じゃろうな。...
おそらくじゃが(笑)

だから帯を締めないとならない。
どちらもちゃんとした経緯がある装束なので。

若鳶会のみんなには「法被」「半纏」の
違いを知って貰えると嬉しいんじゃが。



　　粋でイナセな江戸の華！ 帯広でも受け継がれる加賀鳶（かがとび）の伝統と技
「火事と喧嘩は江戸の花」といわれたように、江戸の街は
とても火事が多いことで有名でした。
勇猛果敢に火の手から江戸の町を守る『火消し』が、
江戸っ子達の憧れの的だったというのも当然のことでしょう。
その火消しの中でも特に人気があったのが、加賀前田藩お抱えの
『加賀鳶（かがとび）』でした。
加賀鳶は、江戸は本郷にあった加賀前田藩の
江戸上藩邸が召抱えた『大名火消し』でした。加賀鳶は、
自邸はもちろん、周辺の町や湯島の聖堂の火消しにも出動しました。
『絵本江戸風俗往来』によると、加賀鳶の採用基準は、
「身長六尺三寸以上」「顔色たくましく、力量すぐれし者を選びて鳶とす」とあります。
「六尺三寸」というのは「190cm」のこと。驚くことに、
男性の平均身長が150ｃｍという江戸時代において、
現代の日本人男性でもなかなかいない「身長190cm以上」という高条件を掲げています。
加えて「顔色たくましく」「力量も優れた者」とありますから、
加賀鳶がいかに選りすぐりのハイスペック集団だということがおわかりになると思います。
またその姿格好も、「五尺ほどの鳶口」を持ち、「雲に大稲妻の色刺し絆纏」の長半纏、
その上に火事装束の「鼠色の革羽織」、髪型は形の良い「加賀鳶髷」、
歩く姿は「六方振り」。
まさに、歌舞伎に出てくる弁慶のような堂々たる出で立ちで江戸の町を闊歩していました。
加えて『加賀百万石』という準御三家としての家格の高さ。加賀鳶は、
現代の私達には想像も出来ないほどの江戸の大スターでした。
『加賀鳶』の勇姿は歌川豊国や歌川国芳の浮世絵にも描かれ、
また明治期に入ってからも
河竹黙阿弥によって歌舞伎の演目『盲長屋梅加賀鳶』にもなったことから、
依然衰えぬ人気の高さが伺えます。しかし火消しも加賀鳶も、
明治期に入ると幕藩体制と共に消滅してしまいました。
しかし前田家は、加賀鳶をお膝元の金沢に呼び寄せ、
藩の火消し役として配置、加賀鳶はその伝統と技を後の金沢市消防団に伝えました。
同時に全国にも普及していったようです。



　　　　　　　　　　　　　　　　　大江戸の職人気質
今ではあまり聞かれなくなった“職人”という言葉。江戸時代の代表的職人といえば、
鳶（とび）、大工、左官、仕事師ですが、それ以外にも約百四十種類もの職人がいました。
なかでも伝統と気概で江戸の花形だったのが、鳶（とび）、大工、左官、の三職でした。
彼らは大空のもと、大江戸を築き上げていった建設者であったため、
「華の三職」ともてはやされました。彼らは誇り高く、粋（いき）で威勢がいいという
特性をみずからつくりあげましたが、その反面、
軽率で、おっちょこちょいで鼻っ柱ばかり強いという欠点もあわせもっていたのです。
そんなふうに彼らを仕立てたのは、修業時代の精神的、肉体的な苦労でした。
華の三職を例にとると、まず、十二から十三歳で親方に弟子入りし、
朝は掃き掃除から飯炊きとこき使われます。早い者で一年、普通でも二年間は、
こういった下働きが続くのです。その後、親方の許しを得て、
弁当持ちで仕事場に出かけますが、道具の名前を教わる程度で、
あいかわらず仕事の内容といえば木屑集めか雑用でした。夕方になれば、
風呂焚き、飯炊きと追い回され、ちょっとでも動作が鈍いと、
やれ 「まぬけ」 だの 「うすのろ」 だのと親方に怒鳴りまくられ、
ヘマをしようものなら往復びんたが飛んできて、容赦なく飯ぬきの罰が待っていました。
現代にも似たようなスパルタ教育を売り物とする団体がありますが、
現代人がこの仕打ちにどれだけ耐えられるでしょうか。その後、
八年目で半人前になれるといわれ、それまではタダ働きだったものが、
この頃から、祭りの時期には小遣い銭がもらえるようになり、
天まで昇る心持であったと言います。
それからさらに数年の修業を経て、やっと独立できるようになります。
あまりの辛さに半数は消え失せると言いますが、
現代人であれば、おそらく一人も残らないのではないでしょうか。
江戸の 「華の三職」 の誇りと気概は、この試練を乗り越えてきた “自信” にあるのです。
まさに、怖いものなし。
「ってやんでい、べらぼうめ！」 なのです。
三職の賃金は一日あたり五四〇文、普通町民の賃金が三百文ですから、
すでに倍ちかいわけです。そのうえ実労働時間は四時間程度。
早朝・残業(黄昏まで)ともなれば時間外手当がつき、実労十時間なら、
賃金は二日分になったと言いますから、
華の三職という商売はやめられなかったのです。
また、江戸では頻繁に火事が起こっていましたので、食いっぱぐれもなくひっぱりだこで、
笑いが止まらないほど金がふところに入ってきました。
当然遊びも派手に、また粋になりました。
「江戸っ子は宵越しの銭はもたねえ」 と言われる所以です。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶（とび）は昔のアイドル
火事と喧嘩は江戸の華、なぞと昔から言いますが、火事といえば、火消し。
火消しといえば、鳶のお兄さん方で、当時はかなりモテたらしいのです。
江戸の消防組織は万治年間（一六五八～一六六一）頃作られたと言われていますが、
これを整備したのが、将軍吉宗の享保時代（一七一六～一七三六）で、
大岡越前が町奉行に就任してからと言います。江戸の火消し組織は、
幕府直轄の定火消し（じょうびけし）、大名直属の大名火消し、町奉行統括の町火消しと、
大きく三つに分類できます。町火消しは、それぞれの町々によって編成された
大組十番小組四十七組の消防組合でした。
時代劇 「暴れん坊将軍」 を思い出していただきたい。
たしか、め組に入り浸る徳田新之助とは……。
大名火消しのなかで当時名を馳せていたのが、加賀藩お抱えの加賀鳶（かがとび）です。
もっとも、加賀鳶の歴史は相当古く、天和元年（一六八一）には幕府の命令で
御三家に加え、加賀鳶の出動記録が残っています。
鳶が火消し役として適任であったことは、その職掌からして明らかで、
当時の消防組織で先頭にたって働くのは鳶が主体でした。
また、当時の鳶の服装はきわめて派手で、羽織の表（紺地）を着て火消しに当たり、
火消しが終わると派手な絵模様の裏を返して、見せびらかしながら町中を練り歩きました。
現代版リバーシブルコートのようなしゃれた着こなしをしていたのです。
この火消し装束は当時のひとびとにもてはやされ、
大店（おおだな）の若旦那が金に糸目をつけずに、
浮世絵師に作らせた半纏（はんてん）なども残っています。
火消しの衣装は、江戸の「粋」の象徴だったのです。
大体において鳶には伊達者が多く、命をかけて纏（まとい）を振りかざし、
鳶口（とびくち）を手に火事場に飛び込んでいく様子のいい男たちは、
江戸の女たちの憧れの的でした。
黙阿弥（もくあみ）の戯曲「盲長屋梅加賀鳶」（めくらながやうめのかがとび）の主人公、
鳶梅吉の女房おすがなど、武家の娘でありながら、
実家と縁を切ってまでも梅吉の女房になっています。
火消しの人気の高さを物語る逸話でしょう。加賀鳶は加賀藩お抱えの鳶でしたが、
江戸の花町でのモテぶりは天下一品だったそうです。
さながら、現代のEXILEのようだったのでしょうか？
蛇足ですが、江戸では正月のお飾り売りは、たいていの場合、
鳶の組や仕事師などが、歳末にだけ小屋をかけて商いをしたのだそうです。



帯広鳶組合発足から今日までの経緯
大正8年（1919年）に千葉初穂氏を中心に
地元鳶職の交流のある者同士が集まり帯広鳶職組合を発足
帯広鳶職組合発足から46年後の昭和40年（1965）に
日本鳶工業連合会発足（翌年社団法人化）
発足当時に全国の鳶職に入会を促す。
翌昭和41年日鳶連の事務局斎藤氏来帯
松浦組事務所にて、松浦武氏、菊地聖二氏、神部保太郎さんらが
代表し日鳶連に入会手続きを済ませた。

事情聴取協力
帯広鳶土工事業組合長：宍戸清氏
社団法人日本鳶工業連合会事務局：斎藤雄次郎氏

2009/3/11野崎正博記
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